
和歌山保健医療学部　リハビリテーション学科　理学療法学専攻　履修系統図

理学療法学専攻

前期 単位 後期 単位 前期 単位 後期 単位 前期 単位 後期 単位 前期 単位 後期 単位

東洋思想論 2 日本の文化 2

哲学 2 文化人類学 2

日本国憲法 2 社会と法 2

社会福祉学 2

わかやま未来学 2

統計学 2 物理学 2

数学 2 生物学 1

化学 2

英語 1 医学英語Ⅰ 1 医学英語Ⅱ 1

英会話 1

情報処理演習Ⅰ 1 情報処理演習Ⅱ 1

体育実技Ⅰ 1 体育実技Ⅱ 1 健康と体力づくり 2 健康トレーニング演習 1 バイオメカニクス 2 健康スポーツ科学演習 1

スポーツトレーニング学 2 トレーナー実習 1

基礎ゼミナール 1 コミュニケーション演習 1 メディカルツーリズム論 2 心理学 2 薬膳食養概論 2 医療経営学 2

伝統医療論 2

解剖学 2 解剖学演習Ⅱ 1 生理学演習Ⅱ 1 生理学演習Ⅲ 1 病理学演習 1

解剖学演習Ⅰ 1 解剖学演習Ⅲ 1 運動発達学 2 解剖生理学実習 1

生理学 2 生理学演習Ⅰ 1 公衆衛生学 2

人間発達学 2 病理学 2

リハビリテーション医学 2 内科学 2 栄養学 2 救急措置法演習 1 老年医学 2

神経内科学 2 神経内科学演習 1 薬理学 1 予防医学 2

整理外科学 2 整理外科学演習 1 精神医学 2

小児科学 2 臨床検査学 1

画像診断学 1

リハビリテーションの理念 2 リスクマネージメント論 2 保健医療福祉概論 2 チーム医療論 2

医療情報学演習 1

管理運営学 2

運動学 2 運動学実習 1 生体活動計測・分析法演習 1 病態運動学演習 1

理学療法概論 1 理学療法研究の基礎 1 理学療法研究法演習Ⅰ 1 理学療法研究法演習Ⅱ 1

理学療法管理学 2

評価学総論 2 検査測定実習Ⅰ 1 検査測定実習Ⅱ 1 評価学各論 2 応用評価学演習 1

運動療法学概論 2 義肢装具学 2 運動器障害理学療法学 2 運動器障害理学療法学実習 1 日常生活動作学実習 1 応用運動器障害理学療法学演習 1

脊髄障害理学療法学 2 物理療法学 2 神経系障害理学療法学実習 1 応用神経系障害理学療法学演習 1

発達障害理学療法学 2 脊髄障害理学療法学実習 1 呼吸・循環障害理学療法学Ⅱ 2 応用発達障害理学療法学演習 1

呼吸・循環障害理学療法学 2 神経系障害理学療法学 2 代謝疾患理学療法学 1 応用呼吸・循環障害理学療法学演習 1

義肢装具学実習 1 発達障害理学療法学実習 1 神経筋疾患理学療法学 1 臨床理学療法学演習Ⅰ 1

呼吸・循環障害理学療法学実習 1 臨床理学療法学演習Ⅱ 1

高齢者理学療法学演習 1 生活環境学演習 1

地域理学療法学演習 1

レクリエーション演習 2

臨床見学実習 2 臨床評価実習 4 総合臨床実習 14

【履修系統図のについて】

・本学の開講科目がどのような分野に配置されているかがわかります。
　　理学療法士として必要な医療に関する基礎的知識と社会人として様々な分野で活用できる知識を身につけます。

【資料　11】
       履修系統図

総合教養科目

学
部
共
通
科
目

専
門
科
目

理学療法評価学

専
門
基
礎
科
目

保健医療福祉とリハビ
リテーションの理念

理学療法管理学

地域理学療法学

人体の構造と機能及び
心身の発達

基礎理学療法学

疾病と障害の成り立ち
及び回復過程の促進

臨床実習

情報処理

人文

社会

3年次 4年次

＊それぞれの項目に対応授業科目が同じ色で示されています。

理学療法治療学

　　幅広い教養と医療人として必要な高い倫理観・道徳心を身につけま

　　理学療法士として必要な専門的な医療知識及び技術を身につけます。
　　研究の素養を身につけ、自ら課題を発見し、解決策を見いだす力を養います。
　　地域創生に貢献する意欲と能力を養います。

【理学療法学専攻　ディプロマポリシー】

一般教育科目

自然

外国語科目

科目群

1年次

スポーツ･健康科学

・各科目が学年進行のどこに位置しているかがわかります。
・4年間で開講する全ての授業科目が記載さています。
・下線のある授業科目は必修科目を表します。
・科目毎のディプロマポリシーとの関係は色で示しています。

2年次
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和歌山保健医療学部　リハビリテーション学科　作業療法学専攻　履修系統図

作業療法学専攻

前期 単位 後期 単位 前期 単位 後期 単位 前期 単位 後期 単位 前期 単位 後期 単位

哲学 2 日本の文化 2

東洋思想論 2 文化人類学 2

日本国憲法 2 社会と法 2

社会福祉学 2

わかやま未来学 2

統計学 2 物理学 2

数学 2 生物学 1

化学 2

英語 1 医学英語Ⅰ 1 医学英語Ⅱ 1

英会話 1

情報処理演習Ⅰ 1 情報処理演習Ⅱ 1

体育実技Ⅰ 1 体育実技Ⅱ 1 健康と体力づくり 2 健康トレーニング演習 1 バイオメカニクス 2 健康スポーツ科学演習 1

スポーツトレーニング学 2 トレーナー実習 1

基礎ゼミナール 1 コミュニケーション演習 1 メディカルツーリズム論 2 心理学 2 薬膳食養概論 2 医療経営学 2

伝統医療論 2

解剖学 2 解剖学演習Ⅱ 1 生理学演習Ⅱ 1 生理学演習Ⅲ 1 病理学演習 1

解剖学演習Ⅰ 1 解剖学演習Ⅲ 1 運動発達学 2 解剖生理学実習 1

生理学 2 生理学演習Ⅰ 1 公衆衛生学 2

人間発達学 2 病理学 2

リハビリテーション医学 2 内科学 2 栄養学 2 救急措置法演習 1 老年医学 2

神経内科学 2 神経内科学演習 1 薬理学 1 予防医学 2

整理外科学 2 整理外科学演習 1 精神医学 2

小児科学 2 臨床検査学 1

画像診断学 1

リハビリテーションの理念 2 リスクマネージメント論 2 保健医療福祉概論 2 チーム医療論 2

医療情報学演習 1

管理運営学 2

運動学 2 運動学実習 1 生体活動計測・分析法演習 1 作業療法研究法演習Ⅰ 1

作業療法概論 1 作業療法研究の基礎 1 作業療法研究法演習Ⅱ 1

作業療法管理学 2

評価学総論 2 身体障害作業療法評価学 1 精神障害作業療法評価学 1 高次脳機能障害作業療法評価学 1

発達障害作業療法評価学 1 応用評価学演習 1

日常生活活動学 2 身体障害作業療法学総論 2 義肢装具学 2 老年期障害作業療法学総論 2 身体障害作業療法治療学各論 2 臨床作業療法学演習Ⅰ 1

精神障害作業療法学総論 2 発達障害作業療法学総論 2 精神障害作業療法治療学各論 2 臨床作業療法学演習Ⅱ 1

身体障害作業療法治療学実習 1 老年期障害作業療法治療学各論 2

精神障害作業療法治療学実習 1 発達障害作業療法治療学各論 2

老年期障害作業療法治療学実習 1 応用身体障害作業療法治療学演習 1

発達障害作業療法治療学実習 1 応用精神障害作業療法治療学演習 1

応用老年期障害作業療法治療学演習 1

応用発達障害作業療法治療学演習 1

生活環境学演習 1 地域とくらしの健康 2

地域作業療法学演習 1

レクリエーション演習 1

臨床見学実習 2 臨床評価実習 4 総合臨床実習 16

【履修系統図のについて】

・本学の開講科目がどのような分野に配置されているかがわかります。
　　理学療法士として必要な医療に関する基礎的知識と社会人として様々な分野で活用できる知識を身につけます。

・下線のある授業科目は必修科目を表します。 　　研究の素養を身につけ、自ら課題を発見し、解決策を見いだす力を養います。
・科目毎のディプロマポリシーとの関係は色で示しています。 　　地域創生に貢献する意欲と能力を養います。

＊それぞれの項目に対応授業科目が同じ色で示されています。

専
門
基
礎
科
目

人体の構造と機能及び
心身の発達

疾病と障害の成り立ち
及び回復過程の促進

保健医療福祉とリハビ
リテーションの理念

専
門
科
目

基礎作業療法学

作業療法管理学

作業療法治療学

地域作業療法学

作業療法評価学

臨床実習

4年次

学
部
共
通
科
目

一般教育科目

人文

社会

自然

外国語科目

情報処理

スポーツ･健康科学

総合教養科目

科目群

1年次 2年次 3年次

【理学療法学専攻　ディプロマポリシー】

　　幅広い教養と医療人として必要な高い倫理観・道徳心を身につけま
・各科目が学年進行のどこに位置しているかがわかります。
・4年間で開講する全ての授業科目が記載さています。 　　理学療法士として必要な専門的な医療知識及び技術を身につけます。
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和歌山保健医療学部　実習生受入可能人数一覧表 【平成31年3月22日現在】

ＰＴ ＯＴ ＰＴ ＯＴ ＰＴ ＯＴ

1 和歌山県 岡田整形外科 4 ― 3 ― 2 ―

2 和歌山県 介護老人保健施設アメニティかつらぎ 2 ― 2 ― 2 ―

3 和歌山県 貴志川リハビリテーション病院 1 1 1 1 1 1

4 和歌山県 医療法人南労会紀和病院 ― 0 ― 0 ― 2

5 和歌山県 公立那賀病院 7 3 7 3 7 3

6 和歌山県 社会医療法人博寿会山本病院 2 2 1 1 1 1

7 和歌山県 和歌山県立医科大学附属病院紀北分院 1 1 1 1 1 1

8 和歌山県 和歌山つくし医療福祉センター 1 1 1 1 1 1

9 和歌山県 社会福祉法人愛徳医療福祉センター 1 1 0 0 1 1

10 和歌山県 宇都宮病院 1 1 1 1 1 1

11 和歌山県 介護老人保健施設エスポワール 1 1 0 0 0 0

12 和歌山県 介護老人保健施設ラ・エスペランサ 0 0 2 1 0 0

13 和歌山県 介護老人保健施設和歌川苑 2 2 0 0 0 0

14 和歌山県 琴の浦リハビリテーションセンター 1 1 1 1 1 1

15 和歌山県 角谷整形外科病院 3 1 2 1 2 1

16 和歌山県 医療法人スミヤ角谷リハビリテーション病院 10 5 10 3 7 3

17 和歌山県 医療法人愛晋会中江病院 2 1 0 1 1 1

18 和歌山県 医療法人裕紫会中谷病院 10 3 10 3 10 3

19 和歌山県 日本赤十字社和歌山医療センター 4 4 4 4 4 4

20 和歌山県 武用整形外科 4 ― 0 ― 0 ―

21 和歌山県 医療法人曙会和歌浦中央病院 2 1 2 1 2 1

22 和歌山県
和歌山県立医科大学みらい医療推進センター
サテライト診療所本町

4 2 4 2 4 2

23 和歌山県 和歌山労災病院 0 0 0 0 1 1

24 和歌山県 綿貫整形外科 1 ― 1 ― 1 ―

25 和歌山県 介護老人保健施設天寿苑 3 ― 3 ― 3 ―

26 和歌山県 海南医療センター 1 1 1 1 1 1

27 和歌山県 笠松病院 2 ― 2 ― 2 ―

28 和歌山県 医療法人恵友会恵友病院 1 1 1 1 1 1

29 和歌山県
医療法人恵友会老人保健施設
恵友ライフケアセンター

1 1 1 1 1 1

30 和歌山県 竹中整形外科 2 ― 2 ― 2 ―

31 和歌山県 辻整形外科 3 ― 3 ― 3 ―

32 和歌山県 辻秀輝整形外科 6 ― 6 ― 6 ―

33 和歌山県 社会法人黎明会北出病院 1 1 1 1 1 1

34 和歌山県 国保日高総合病院 8 4 6 4 6 4

35 和歌山県
白浜はまゆう病院南紀白浜温泉
リハビリテーションセンター

2 1 2 1 2 1

36 和歌山県 南紀医療福祉センター 1 2 0 2 1 2

37 和歌山県 串本有田病院 ― 0 ― 1 ― 1

38 和歌山県 くしもと町立病院 1 1 1 1 1 1

39 和歌山県 新宮市立医療センター 0 0 0 0 1 1

40 和歌山県 那智勝浦町立温泉病院 2 2 2 2 2 2

41 和歌山県 介護老人保健施設 天竹苑 2 ― 2 ― 2 ―

42 大阪府 葛城病院 1 1 1 1 1 1

43 大阪府 岸和田平成病院 4 4 1 1 1 1

44 大阪府 白井病院 1 1 1 1 1 1

45 大阪府 羽原病院 2 1 2 1 2 1

46 大阪府 南大阪病院 1 1 1 1 1 1

47 大阪府 医療法人吉栄会 吉川病院 0 2 0 2 1 2

48 奈良県 平成記念病院 4 3 4 3 4 3

113 58 96 50 96 54

【資料12】
実習施設確保状況

評価実習

実習生受入可能人数（名）

総合実習

総合計

№ 地域 施設名 見学実習
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【資料 13】  
宝塚医療大学アセスメントポリシー 

 
宝塚医療大学 学習成果の評価に関する方針 

（アセスメントポリシー） 
 

宝塚医療大学では、ディプロマ・カリキュラム・アドミッションの３つのポリシーに基づ
き、大学全体・学部・科目の３つのレベルで、それぞれ学修成果等を検証する。 
 
１．宝塚医療大学全体のアセスメントポリシー 
  学生の志望進路への就職率、免許取得率、卒業予定者アンケートなどから、宝塚医療大

学全体レベルにおける学習成果の達成状況を検証する。 
  検証結果は、本学の現状把握、全体的な教育改革及び改善、学生支援の改善等に活用す

る。 
 
２．学部のアセスメントポリシー 
  資格・免許の取得状況、単位取得状況、ＧＰＡなどから、教育課程レベルにおける学習

成果の達成状況を検証する。 
  検証結果は、学部における教育課程の改革・改善、学生支援の改善等に活用する。 
 
３．科目ごとのアセスメントポリシー 
  シラバスで示された授業科目の到達目標に対する評価や、授業評価アンケート等の結

果から、各科目レベルにおける学習成果の達成状況を検証する。 
  検証結果は、各授業における講義の実施方法、成績評価方法等の改善、学生指導の改善

等に活用する。 
 
４．具体的な検証方法 
 宝塚医療大学保健医療学部における具体的な検証方法等は、次の表のとおりである。 

  

入学前・入学直後 
在学中 

（単位認定・進級判定） 
卒業時（卒業後） 

アドミッションポリ

シーを満たす人材か

どうかの検証 

カリキュラムポリシーに則っ

て学修が 進められているかど

うかの検証 

ディプロマポリシーを満た

す人材になったかどうかの

検証 

大学全体レベル 

各種入学試験 

調査書等の記載内容 

面接、志願理由書等 

 

GPA 

修得単位数 

課外活動状況 

退学・除籍率 

卒業予定者アンケート 

卒業生へのアンケート調査 

学位授与数 

就職率 
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休学率 離職率 

学部レベル 

各種入学試験 

調査書等の記載内容 

面接、志願理由書等 

GPA 

修得単位数 

学修行動調査 

課外活動状況 

資格取得者 

退学・除籍率 

休学率 

卒業時満足度調査 

卒業生へのアンケート調査 

学位授与数 

国家試験合格率 

就職率 

科目レベル 
入学前課題 

補充授業 

成績評価 

学外実習評価 

授業評価アンケート 

学修履歴（ポートフォリオ） 

  

 
５．科目レベルでの具体的な評価基準等 

本学保健医療学部は、医療人として備えるべき資質を定めた学位授与方針（ディプロマ
ポリシー）に沿って、教育課程を編成している。「徳義の涵養と人間性尊厳の実践を理念
とし医療人たる社会的責務を自覚せしめ国際社会に伍して恥じぬ恒心をもつ有徳の人材
を育成する」との大学の建学の精神に立脚し、学年ごとに、あるいは科目ごとに、以下の
指針に則って多面的に評価する。 

 
講義・演習科目では、知識とその応用を評価する。実技・実習科目では、技能、態度、

コミュニケーション能力を評価するほか、倫理感、遵法意識も合わせて評価対象とする。 
知識とその応用および技能に関しては筆記試験ならびに実技試験、総合的な能力は実

習評価で評価する。 
筆記試験・実技試験・実習評価は、数値化して達成度を評価する。 
評価方法と合否基準の設定にあたっては、その妥当性ならびに客観性を考慮し、担当教

員が定期的に見直しを行い、次年度開始時にシラバスで提示する。 
医療技術者育成に関する教育における順次性を考慮し、年度ごとに進級判定あるいは

卒業判定を行う。 
科目合否判定や進級・卒業判定に加え、随時達成度確認を行うことで到達目標に至る道

程を明らかにする。 
定期試験で所定の到達目標に達しなかった場合は、再試験を、病気その他やむを得ない

事由で定期試験を受験できなかった場合は、追試験を行うことがある。 
授業（実習等を含む）は、出席することが前提であるため出席による加算点はなく、所

定の回数以上を出席しなければ評価の対象としない。 
各学年の進級・卒業要件と各科目の合否基準の詳細は、シラバスに明示するとともに、
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学年当初に周知する。 
各科目の評価をもとに GPA を算出する。ＧＰＡは学内の奨学生選考に利用されるほか、

ＧＰＡが 3.0 以下の学生に対しては教育指導を行い、ＧＰＡが概ねＧＰＡ1.5 以下の学生
に対しては、本人に対する退学勧告を行うとともに保護者との面談を行うことがある。 

定期試験の問題・正答および判定基準は原則として各担当教員が１年間保管し、学生か
らの照会に応じる体制を整備する。 
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【資料　14】学校法人平成医療学園　宝塚医療大学和歌山保健医療学部（仮称）の設置に関する協定書の写し
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【資料　15】        定期借地権設定契約公正証書の写し
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